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「「「「
海
外
海
外
海
外
海
外
で
も
で
も
で
も
で
も
踊踊踊踊
れ
る
れ
る
れ
る
れ
る
社
交
社
交
社
交
社
交
ダ
ン
ス

ダ
ン
ス

ダ
ン
ス

ダ
ン
ス
」」」」    

佐
藤
彰
一

佐
藤
彰
一

佐
藤
彰
一

佐
藤
彰
一    

 

大
衆
に
支
持
さ
れ
た
楽
し
み
は
、
や
が
て

伝
統
と
い
う
名
の
文
化
に
変
身
し
て
い
く
。

私
は
市
民
の
皆
さ
ま
に
「
楽
し
み
」
を
伝
え

た
い
と
思
い
、
楽
習
塾
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。

い
ざ
楽
習
塾
に
入
っ
て
み
る
と
、
市
民
が
生

涯
楽
し
み
を
享
受
で
き
る
内
容
で
満
ち
溢

れ
て
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
大
衆
の
楽
し
み
の
中
に
は
、
日
本

の
中
で
育
ま
れ
た
も
の
と
外
国
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
日
常

の
生
活
を
通
し
て
自
然
に
受
け
入
れ
ら
れ

ま
す
が
、
後
者
に
は
日
本
独
自
の
解
釈
で
育

つ
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

ど
こ
の
国
に
も
文
化
が
あ
り
ま
す
。
私
は

「
楽
し
み
」
を
伝
え
る
時
、
そ
の
国
の
大
衆

の
楽
し
み
方
を
最
も
大
事
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

    

「「「「
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
健
康
法

吹
矢
健
康
法

吹
矢
健
康
法

吹
矢
健
康
法
／／／／
日
曜
日
曜
日
曜
日
曜
」」」」    

信
田
信
田
信
田
信
田
の
り
の
り
の
り
の
り
子子子子    

 

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
ほ

か
メ
デ
ィ
ア
に
注
目
さ
れ
、
愛
好
家
も
全
国

的
な
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
矢
を
射
る
ま
で
の
基

本
動
作
の
中
に
、
吹
矢
式
呼
吸
（
胸
式
＋
腹

式
）
を
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
り

ま
す
。
集
中
力
ア
ッ
プ
、
気
に
な
る
健
康
効

果
も
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

楽
習
塾
で
は
、
火
曜
午
前
・
金
曜
夜
で
も

随
時
見
学
・
体
験
を
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

き
っ
と
「
こ
れ
な
ら
続
け
ら
れ
る
！
」
と
実

感
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。 

「「「「
待待待待
ち
に
ち
に
ち
に
ち
に
待待待待
っ
た
っ
た
っ
た
っ
た
歌
声
歌
声
歌
声
歌
声
」」」」    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

 
 

 
 

大
野
美
恵

大
野
美
恵

大
野
美
恵

大
野
美
恵    

♪
秋
の
夕
日
に
、
照
る
山
紅
葉
～
♪ 

紅
葉
」
の
歌
声
が
流
れ
ま
し
た
。 

 

震
災
後
の
テ
レ
ビ
で
は
、
音
楽
を
通
し

て
被
災
者
が
元
気
に
な
る
姿
を
目
に
し
ま

し
た
。
そ
の
度
に
音
楽
の
力
を
感
じ
、
私

も
早
く
塾
生
と
歌
い
た
い
と
首
を
長
く
し

て
待
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

塾
生
の
中
に
は
、
歌
に
慣
れ
て
い
る
方

や
「
初
め
て
で
…
」
と
不
安
そ
う
な
人
も

い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
同
じ
メ
ロ
デ
ィ

を
歌
う
合
唱
は
、
と
て
も
楽
し
い
も
の
で

す
。
た
く
さ
ん
の
、
日
本
や
世
界
の
歌
を

学
び
、
大
き
な
声
で
歌
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

    

「「「「GG GG
o
o
o
o
o
o
o
o

ブブブブ
ロ
グ
ロ
グ
ロ
グ
ロ
グ
基
礎
講
座

基
礎
講
座

基
礎
講
座

基
礎
講
座
」」」」    

長
谷
部
一
彦

長
谷
部
一
彦

長
谷
部
一
彦

長
谷
部
一
彦 

    
G

o
o

ブ
ロ
グ
基
礎
講
座
で
す
。
動
向
で

す
が
、
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
た
夏

休
み
ま
で
の
前
半
は
、
「
サ
イ
ド
バ
ー
へ
の

ブ
ロ
グ
パ
ー
ツ
の
張
り
付
け
」
で
し
た
。
後

半
９
月
か
ら
は
、
文
章
作
成
の
基
本
と
な
る

記
述
上
の
「
序
破
急
」
や
「
起
承
転
結
」
に

つ
い
て
説
明
し
、
「
起
承
転
結
」
に
つ
い
て

は
実
際
に
作
文
を
各
自
に
書
い
て
貰
い
ま

し
た
。
今
週
よ
り
「
コ
メ
ン
ト
管
理
」
「
ブ

ッ
ク
マ
ー
ク
」
「
ト
ラ
ッ
ク
バ
ッ
ク
に
」
に

入
り
ま
す
。
11
月
か
ら
い
よ
い
よ
「
画
像
」

「
動
画
」
の
挿
入
に
つ
い
て
話
を
進
め
て
い

き
ま
す
。 

１
年
か
け
て
ブ
ロ
グ
の
基
礎
を
固
め
て

い
く
講
座
で
す
の
で
、
焦
ら
ず
に
じ
っ
く
り

と
基
礎
固
め
を
し
て
い
っ
て
下
さ
い
。 

    

「「「「
自
分
自
分
自
分
自
分
でででで
予
防
予
防
予
防
予
防
が
で
き
る

が
で
き
る

が
で
き
る

が
で
き
る    

心心心心
とととと
身
体
身
体
身
体
身
体
のののの
健
康
法

健
康
法

健
康
法

健
康
法
」」」」    

関
口
春
華

関
口
春
華

関
口
春
華

関
口
春
華    

 

猛
暑
の
夏
が
過
ぎ
、
行
楽
の
秋
・
ス
ポ

ー
ツ
、
芸
術
の
秋
・
食
欲
の
秋
が
訪
れ
、

趣
味
を
楽
し
む
方
が
多
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
反
面
、
こ
の
季
節
は
自
律
神
経

が
乱
れ
や
す
く
、
体
調
を
崩
し
た
り
精
神

的
に
も
不
安
定
に
な
る
人
が
増
え
て
き
ま

す
。
そ
の
予
防
と
し
て
お
す
す
め
し
た
い

の
が
、
足
の
裏
と
ふ
く
ら
は
ぎ
を
揉
む
マ

ッ
サ
ー
ジ
と
、
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
文
字
を

書
く
書
写
で
す
。
血
行
促
進
と
脳
の
活
性
、

落
ち
着
き
や
集
中
力
・
忍
耐
力
ア
ッ
プ
な

ど
、
大
人
に
も
子
供
に
も
良
い
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
是
非
こ
の
秋
の
夜
長
、
ご

家
族
で
心
と
身
体
の
ケ
ア
に
取
り
入
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

        

楽
習
塾
だ
よ
り
で
は
、 

毎
月

20

日
が
原
稿
の
〆
切
り
で

す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

平成 23 年 11 月 1 日発行 
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■■■■
次
期
次
期
次
期
次
期
（（（（
平
成
平
成
平
成
平
成
24242424

年
度
年
度
年
度
年
度
）））） 

講
座
申
請

講
座
申
請

講
座
申
請

講
座
申
請
の
ご
の
ご
の
ご
の
ご
案
内
案
内
案
内
案
内    

来
年
２
月
に
次
期
塾
生
を
募
集
す
る

に
は
年
内
に
チ
ラ
シ
の
原
稿
を
作
成
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
教

授
の
皆
様
に
は
連
絡
ト
レ
イ
に
配
布
し
て

あ
り
ま
す
資
料
を
ご
確
認
の
上
、
申
請
手

続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。 

    

連
絡
連
絡
連
絡
連
絡
ト
レ
イ

ト
レ
イ

ト
レ
イ

ト
レ
イ
配
布
資
料

配
布
資
料

配
布
資
料

配
布
資
料    

①
次
期
（
平
成
23
年
度
）
講
座
塾
生
募

集
に
つ
い
て 

②
塾
生
募
集
要
項
申
請
書
（
新
規
用
） 

③
塾
生
募
集
要
項
申
請
書
（
更
新
用
） 

※※※※
申
請
書
提
出

申
請
書
提
出

申
請
書
提
出

申
請
書
提
出
〆〆〆〆
切切切切    

12121212

月月月月
6666

日日日日    
    

④
施
設
利
用
の
手
引 

 

⑤
Ｐ
Ｒ
用
紙 

 
 

昨
年
に
引
き
続
き
２
月
の
塾
生
募
集

期
間
中
の
渡
り
廊
下
に
、
講
座
の
Ｐ

Ｒ
用
紙
を
張
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
Ａ
４
紙
に
２
つ
記
入
欄
が
あ
り

ま
す
が
、
一
つ
は
予
備
で
す
。
書
き

損
じ
の
時
に
ご
利
用
下
さ
い
。 

 

    

※※※※
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、 

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ 

下
さ
い
。 

 

                                          

                    

■■■■
確
定
申
告
に
つ
い
て 

「
か
し
ま
灘
楽
習
塾
教
授
心
得
」
第

10

項
に
記
し
て
お
り
ま
す
様
、
楽
習

塾
で
は
源
泉
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
確
定
申
告
は
各
教
授
の
責
任
で

遅
滞
な
く
行
っ
て
下
さ
い
。 

    

■■■■
塾
生
の
追
加    

期
の
途
中
に
お
い
て
講
座
受
講
生
が

増
え
た
場
合
は
、
新
規
の
名
簿
を
提

出
し
、
事
務
局
と
確
認
の
上
で
入
金

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

■■■■
戸
締
り
確
認    

 

講
座
終
了
時
に
は
引
き
続
き
戸
締
り

の
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ら
し
く
な
っ
た
十
月
一
日
、
ピ

ア
ノ
の
音
に
の
っ
て 

  

10
月
28
日 

次
期
講
座
受
付
開
始 

10
月
30
日 

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
〆
切 

11
月
1
日 

次
期
教
授
募
集
開
始 

11
月
15
日 

名
簿
提
出
〆
切 

11
月
18
日 

次
期
教
授
説
明
会 

11
月
19
日 

 

〟 

11
月
30
日 

運
営
費
納
入
〆
切 

12
月
3
日 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
実
行
委
員
会 

12
月
6
日 

次
期
講
座
申
請
書
〆
切 

12
月
10
日 

運
営
役
員
会 

12
月
16
日 

講
座
確
認
書
〆
切 

12
月
17
日
～
1
月
9
日 

 

事
務
局
冬
休
み 

リ
ク
エ
ス
ト

リ
ク
エ
ス
ト

リ
ク
エ
ス
ト

リ
ク
エ
ス
ト
講
座
進
捗

講
座
進
捗

講
座
進
捗

講
座
進
捗
の
お
の
お
の
お
の
お
知知知知
ら
せ
ら
せ
ら
せ
ら
せ    

 

①
飾
り
巻
き
寿
司
講
座 

 
 

 
 

 

現
在
定
員
60
名
が
す
で
に
埋
ま
り 

 
 

盛
況
。
実
施
日
は
11
月
の
9
・
10 

 
 

11
日
の
3
日
間
で
す
。 

 

 

②
パ
ソ
コ
ン
講
座 

 
 

現
在
定
員
40
名
が
す
で
に
埋
ま
り 

 
 

盛
況
。
実
施
日
は
11
月
の
16
・
23 

 
 

30
・
12
月
7
日
の
4
日
間
で
す
。 

 

③
陶
芸
講
座
・
介
護
講
座 

 
 

2
講
座
共
、
来
年
2
月
～
3
月
に 

 
 

か
け
て
実
施
す
べ
く
、
現
在
計
画
中 

 
 

で
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今 

 
 

後
の
だ
よ
り
及
び
市
報
か
し
ま
で
お 

 
 

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

教
授
教
授
教
授
教
授
ト
レ
ー
チ
ェ
ッ
ク
の

ト
レ
ー
チ
ェ
ッ
ク
の

ト
レ
ー
チ
ェ
ッ
ク
の

ト
レ
ー
チ
ェ
ッ
ク
の
手
順
手
順
手
順
手
順    

 
 

教
授
連
絡
用
ト
レ
ー
後
方
の
窓
ガ
ラ 

 
 

 

ス
に
各
学
部
単
位
に
「
教
授
ト
レ
ー 

。 
 

チ
ェ
ッ
ク
表
」
を
掲
示
し
て
お
り
ま 

 
 

す
が
、
手
順
は
左
記
の
様
に
お
願
い 

 
 

い
た
し
ま
す
。 

 

①
講
座
日
の
来
館
時
毎
に
日
程
を
記
入 

 

②
記
入
後
ト
レ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク 

      

か
し
ま
灘
楽
習
塾
で
は
、
平
成
24

年
度

開
講
に
向
け
て
の
市
民
講
師
を
募
集
し

ま
す
。
左
記
の
２
回
説
明
会
を
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
お

申
込
み
下
さ
い
。 

■
11
月
18
日
（
金
）
13
時
30
分
～ 

■
11
月
19
日
（
土
）
13
時
30
分
～ 

 

申
込
方
法
は
、
ハ
ガ
キ
・
FAX
・
E
メ
ー

ル
に
て
、「
説
明
会
申
込
み
」
と
明
記
し
、

必
要
事
項
を
書
い
て
申
込
み
し
て
下
さ

い
。 ①

氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号 

②
講
座
名
（
内
容
の
概
略
） 

③
参
加
日
時 

④
連
絡
方
法 

（
ハ
ガ
キ･

FAX･

E
メ
ー
ル
） 

申
込
申
込
申
込
申
込
みみみみ
先先先先 

 

 
 

茨
城
県
鹿
嶋
市
宮
中
四
六
三
一
の
一 

 
 

ま
ち
づ
く
り
市
民
セ
ン
タ
ー
内 

か
し
ま
灘
楽
習
塾
宛 


